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定
住
自
立
圏
構
想
と
は
？
　

大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
の
防
止
の
た
め
、

一
定
の
人
口
規
模
が
あ
る
中
心
市
と
、
住
民

生
活
等
に
お
い
て
密
接
な
関
係
が
あ
る
周
辺

市
町
村
が
、
一
つ
の
圏
域
を
つ
く
り
、
そ
の

圏
域
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
や
機
能
を
分

担
し
な
が
ら
、「
定
住
」
の
た
め
に
必
要
な
病

院
や
商
業
施
設
（
ス
ー
パ
ー
な
ど
）
と
い
っ

た
生
活
機
能
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、「
自
立
」

し
て
い
け
る
経
済
基
盤
を
整
備
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
合
併
自
治
体
の
場
合
は
、
市

全
体
を
一
つ
の
圏
域
と
み
な
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
心
市
宣
言
を
表
明
　

合
併
市
を
一
つ
の
圏
域
と
す
る
場
合
は
、

人
口
最
大
の
旧
市
が
中
心
地
域
と
な
る
た
め
、

旧
長
浜
市
を
中
心
地
域
と
位
置
付
け
、
構
想

の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
中
心
市
宣
言
を

11
月
29
日
（
月
）
に
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
中
心
地
域
と
周
辺
地
域
が
役
割
分

担
し
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
明
示
す
る

「
定
住
自
立
圏
形
成
方
針
」
及
び
、
具
体
的
な

取
組
を
示
す
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
は
国
か
ら
特
別

交
付
税
措
置
等
の
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

■問
新
市
政
推
進
戦
略
課
（
1
６
５
―
６
５
０
５
）

＜総務省の定住自立圏イメージ図をベースに作成したものです＞
総務省関連ホームページ：http://www.teijyu-jiritsu.jp/index.html
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特
性
を
活
か
し
た
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
◇ 

「長浜市みどりの基本計画一部改定(素案)」
についてご意見を募集します
『緑の基本計画』は、都市緑地法に基づき、みどりの現状やみどりに対するニーズを踏まえ、
独自性や創意工夫を発揮し、まちのみどりについて将来のあるべき姿と、それを実現していくための
施策などを定める基本計画です。
市では、平成22年１月の市町合併により対象となる市域が拡大し、本市を取り巻くみどりの状況も

変わっていることから、みどりの基本計画の見直しも必要になり、庁内
の職員を構成員としたワーキングチームにおいて検討を重ね、市民、学
識経験者等で構成する策定委員会により、現計画の一部改定作業を進め
てきました。
今回、合併後の市域に対応した「長浜市みどりの基本計画」として計

画の一部を改定する素案がまとまりましたので、広く市民の皆さんのご
意見を伺い計画に反映するため、下記のとおりパブリックコメントを実
施します。市のみどりの将来像を見据え、ご意見をお願いします。

パブリック
コメント

提出先・問合せ先　都市計画課都市整備グループ(〒526-8501 長浜市八幡東町632番地、
7６５－６５４１、FAX６５－６５４０、Eメール:toshikei@city.nagahama.lg.jp)

【募集期間】12月15日(水)～平成23年１月14日(金)
【閲覧場所】都市計画課、市政情報コーナー　　市ホームページ　http://www.city.nagahama.shiga.jp
【提出方法】任意の様式に住所・氏名・電話番号を明記し、直接持参・郵送・FAX・Eメールのいずれか

で下記まで

○
紙
お
む
つ
等
の
支
給

平
成
23
年
１
月
１
日
時
点
で
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
、
か
つ
前
１
年
間
に
６
か
月
以
上

在
宅
で
生
活
し
て
い
た
人
に
、
紙
お
む
つ
・
お

む
つ
カ
バ
ー
（
５
万
４
千
円
相
当
分
）
を
現
物

で
支
給
し
ま
す
。

・
１
、
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
（
肢
体
不
自

由
）
ま
た
は
重
度
（
A1
、
A2
）
の
療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

・
満
３
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

・
平
成
21
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
世
帯
の
人

・
し
ょ
う
が
い
に
よ
り
常
時
お
む
つ
が
必
要
で
、

現
に
使
用
し
て
い
る
人

＊
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
や
、
日
常
生
活

用
具
給
付
等
事
業
で
紙
お
む
つ
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

○
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

自
宅
訪
問
に
よ
る
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
者
は
、

平
成
22
年
７
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
う
ち

３
か
月
以
上
在
宅
生
活
を
さ
れ
て
い
た
、
所
得
税

が
非
課
税
世
帯
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

に
該
当
す
る
人
で
す
。

・
１
月
１
日
現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
肢
体
不

自
由
）
１
、
２
級
か
療
育
手
帳
最
重
度
、
重
度

の
交
付
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人

・
１
月
１
日
現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
肢
体
不

自
由
、
視
覚
し
ょ
う
が
い
、
内
部
し
ょ
う
が
い
）

１
、
２
級
か
療
育
手
帳
最
重
度
、
重
度
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
２
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
で
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の

み
の
世
帯
ま
た
は
そ
の
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人

と
同
居
し
て
い
る
人
す
べ
て
が
65
歳
以
上
の
世

帯
の
人

【
受
付
期
間
】

平
成
23
年
１
月
４
日(

火)

〜
31
日(

月)

※
平
日
の
み

【
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳
、
印
鑑

寝
た
き
り
等
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち

良
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
紙
お
む

つ
・
お
む
つ
カ
バ
ー
の
購
入
費
の
助
成
券
（
２

万
７
千
円
分
を
年
２
回
）
の
交
付
と
自
宅
訪
問

に
よ
る
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
を
年
２
回
）

を
実
施
し
ま
す
。

【
対
　
象
】

平
成
22
年
７
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

う
ち
３
か
月
以
上
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
た
65

歳
以
上
の
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
、
次
の

①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
22
年
７
月
１
日
時
点
で
介
護
保
険
法
に

よ
る
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人

※
紙
お
む
つ
等
購
入
費
助
成
は
要
介
護
３
の
人

も
対
象

②
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者

③
福
祉
手
当
受
給
者

【
受
付
期
間
】

平
成
23
年
１
月
４
日(

火)

〜
31
日(

月)

※
平
日
の
み

■申
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
し
ょ
う
が
い
福
祉
グ
ル

ー
プ
（
7
６
５
―
６
５
１
８
）

各
支
所
福
祉
生
活
課

■申
高
齢
福
祉
介
護
課
（
7
６
５
―
７
７
８
９
）

各
支
所
福
祉
生
活
課

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
に
紙
お
む
つ
等
の

支
給
と
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

受
付
を
開
始
し
ま
す

高
齢
者
の
紙
お
む
つ
等
購
入
費

助
成
と
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

ご
利
用
く
だ
さ
い

乳がん・子宮がん検診
無料クーポン券

ご自宅に眠っていませんか？

申込締切
12月28日(火)

まで

【子宮がん検診クーポン配布者】

■問 健康推進課 (7６５―７７７９) ■問 税務課市民税国保料Ｇ(7６５―６５２４)

平成 元年４月２日～平成 ２年４月１日生
昭和59年４月２日～昭和60年４月１日生
昭和54年４月２日～昭和55年４月１日生
昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生
昭和44年４月２日～昭和45年４月１日生

【乳がん検診クーポン配布者】
昭和44年４月２日～平成45年４月１日生
昭和39年４月２日～昭和40年４月１日生
昭和34年４月２日～昭和35年４月１日生
昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生
昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生

ご利用にあたっては、事前に予約が必要です。
下記までお申込みください。
ご自分の健康のため、愛する家族のため、健診

を受けましょう。

市民税の寄附金税額控除が
拡充されました

所得税の寄附金控除となっている寄附金の範
囲内で、個人住民税の寄附金税額控除の対象と
なる寄附金を市が条例指定しました。

☆寄附金控除を受ける手続きについて
詳しくは市のホームページをご覧ください。
ホームページ　http://www.city.nagahama.shiga.jp

長浜市税条例により指定した団体一覧
(全て社会福祉法人)

○青祥会
○達真会
○湖北真幸会
○芳醇会
○信愛
○おおぞら福祉会
○光寿会
○香雲会

○長浜市社会福祉協議会
○尊徳会
○湖北会
○近江幸楽会
○ぽてとファーム事業団
○ははのくに
○愛悠ももの会

※滋賀県では、上記の団体は条例指定されていま
せんので、県民税の控除対象にはなりません。


